
ふくしまの
　
自
宅
も
流
さ
れ
た
白
土
さ
ん
は
、

被
災
直
後
、
東
京
へ
避
難
し
ま
し
た
。

「
も
う
再
開
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
思

い
な
が
ら
四
倉
に
戻
っ
た
昨
年
４
月
初

旬
、
市
民
活
動
の
「
海
山
交
流
事
業
」

で
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
三
島
町
や
道
の

駅
裏
磐
梯
の
関
係
者
な
ど
か
ら
、
百
人

以
上
の
人
が
、「
道
の
駅
」
周
辺
の
片

付
け
に
来
て
く
れ
た
の
で
す
。
一
緒
に

汗
を
流
す
う
ち
に
、
白
土
さ
ん
は
「
も

う
一
度
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
」
と
気
持

ち
が
切
り
替
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
水

も
電
気
も
不
通
の
な
か
、
土
日
だ
け
の

仮
営
業
を
始
め
た
の
は
、そ
の
後
す
ぐ
、

４
月
17
日
の
こ
と
で
す
。

　
津
波
に
壁
を
さ
ら
わ
れ
た
建
物
は
、

骨
組
み
が
む
き
出
し
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
量
の
が
れ
き
と
と
も
に
、
船
や

網
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
積
み
上
が
っ

て
い
る
の
を
見
て
、
駅
長
の
白
土
健

二
さ
ん
は
、「
ま
さ
か
、
こ
ん
な
こ
と

が…

」
と
ぼ
う
ぜ
ん
と
す
る
ば
か
り

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
商
品
の
不
足
は
、
会
津
地
方
や
石

川
地
方
の
「
道
の
駅
」
や
、
地
元
の

生
産
者
か
ら
の
協
力
を
得
て
乗
り
切

り
ま
し
た
。
７
月
に
は
平
日
も
営
業

を
開
始
。
新
店
舗
建
設
の
め
ど
が
付

い
た
こ
と
で
今
年
１
月
か
ら
は
大
型

テ
ン
ト
に
店
舗
を
移
し
ま
し
た
。
四

倉
漁
港
の
水
揚
げ
が
な
い
の
で
名
物

の
ホ
ッ
キ
貝
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
が
、

店
頭
に
は
で
き
る
だ
け
地
元
の
魅
力

を
伝
え
る
商
品
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

広
い
売
場
に
は
、
会
津
地
方
の
商
品

や
全
国
各
地
か
ら
の
「
応
援
商
品
」

な
ど
も
並
べ
て
い
ま
す
。

　「
今
こ
こ
で
、
で
き
る
こ
と
を
前
向

き
に
が
ん
ば
る
。
そ
れ
が
お
世
話
に

な
っ
た
方
へ
の
恩
返
し
に
な
る
は
ず

だ
か
ら
」。
そ
う
信
じ
、
新
店
舗
の
準

備
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
夏
完
成
す
る
新
店
舗

の
柱
に
は
、
多
く
の
人
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
「
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
の
陶
板
を
貼
り
付

け
る
予
定
で
す
。

いわき市の北部、四倉海水浴場のすぐ近
くにある「道の駅よつくら港」。津波で大
きな被害を受けましたが、今年の夏、新店
舗で再スタートします。

「
も
う
一
度
が
ん
ば
ろ
う
」

心
が
切
り
替
わ
っ
た
瞬
間

前
向
き
に
取
り
組
ん
で

「
恩
返
し
」
に
つ
な
げ
た
い

 

　
国
道
６
号
沿
い
、
海
が
目
前
に
広

が
る
場
所
で
「
道
の
駅
よ
つ
く
ら
港
」

を
運
営
し
て
き
た
の
は
、
ま
ち
づ
く

り
な
ど
を
行
っ
て
き
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
よ
つ
く
ら
ぶ
」
で
す
。
熱
意
あ
る

市
民
の
手
で
、
四
倉
の
「
観
光
と
交

流
の
拠
点
づ
く
り
」
を
着
実
に
進
め

て
、
い
わ
き
市
初
め
て
の
「
道
の
駅
」

と
し
て
平
成
22
年
７
月
に
完
全
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
の
被
災
で
し
た
。

人
の
輪
に
支
え
ら
れ
て
復
活
！

新
生「
道
の
駅
よ
つ
く
ら
港
」始
ま
り
ま
す
。

道
の
駅
「
よ
つ
く
ら
港
」●
白
土
健
二
さ
ん
（
い
わ
き
市
）

地元産の野菜を手にし
た駅長の白土さん。新
鮮野菜や毎日入荷する
「おふかし」や「大福」
もおすすめだそうです。

（上）「道の駅よつくら港」は新店舗が完成するまで、
大型テントで営業中。

（右）
震災前からずっと
変わらぬ顔ぶれで
がんばっているス
タッフ。

絆つないで

今し
ら

と

け
ん

じ

（下）この夏完成する新店舗イメージ。
１階に直売所、２階に飲食店が入居予定。

（左）
道の駅に立ち寄った人が
残した応援メッセージを
陶板にして、新店舗の柱
に貼り付ける予定。

道の駅
よつくら港

　サポートセンターまごころは、仮設住宅入居者を対象に相談
受付やデイサービス、配食サービスなどを提供し、人々の生活
を支えています。高齢者向けサロンの開催も活動のひとつです
が、サポートセンターが仮設住宅地から離れていることもあり、
参加者がなかなか集まりませんでした。そこで始まったのが8つ
の地域の仮設住宅地に日替わりで職員が出向く「移動サロ
ン」です。開催場所の仮設集会所は各仮設住宅地内にあるた
め高齢者も参加しやすく、その内容も茶話会、小物入れ作りな
ど多様なものになっています。「友達との触れ合いを通して、閉
じこもりの防止にもつながれば」とサポートセンターの荒礼子さ
んは笑顔を見せました。
　4月28日には、ボランティア活動をきっかけに始まった「第4
回マイタウンマーケット」が開催されました。これは仮設住宅に
住む子どもたちが仮設住宅地を“町”に見立て、1日限定のカ
フェやスーパー、アクセサリー屋などを開くもので、ボランティア
センターもそのお手伝いをしてきました。今では子どもたちが運
営の主体となって、仮説住宅地の元気に一役買っています。
　社会福祉協議会と地域の人々
が力を合わせ、復興へと歩んでい
る新地町。今後もその活動に注目
が集まります。

　新地町社会福祉協議会では、仮設住宅入居者を支援す
る「サポートセンターまごころ」や、各地から訪れるボ
ランティアを受け入れる「しんち町生活支援ボランティ
アセンター」の運営を通し、被災者に寄り添った支援を
行っています。

高齢者が参加しやすい移動サロン。
語らいや作品づくりで楽しい時間を

▲サポートセンターまごころの
　荒礼子さん（左）ら ▲小物入れ作りに苦戦しながらも

　「夢中になりました」と参加者

▲地域住民も訪れ賑わう
　マイタウンマーケット

新地町社会福祉協議会［新地町］

前号・ゆめだより4月号「絆つないで」の記事（本文11行目）で、臨時災害FMの周波数を「76.7MHｚ」と
紹介しましたが、これは誤りで、正しくは「76.9MHz」でした。おわびして訂正いたします。

●おわびと訂正

あら れい こ

☎0244（62）4213

▲手先の運動になると好評の
　小物入れ作り ▲参加者同士の会話も

　弾みます ☎0246（32）8075

ふくしまから はじめよう。ゆめだより・6 月号 10ふくしまから はじめよう。ゆめだより・6 月号
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